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 このたこステキでしょ
　　　　　　（井上保育園）

12月会議

目指せノーベル賞！理科教育を充実� ２P
クローズアップ 介護ロボットなどの購入に補助� ４P
委員会審議　湖南大橋工事費用が増額 � ６P

平成27年度決算を認定 � 1₀P

いっぱん質問　加賀獅子舞をいしかわ歴史遺産に登録をなど　7人が登壇� 1₆P
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12
月
会
議
を
平
成
28
年
12
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
会
議
期
間
で
開
催
し
た
。

　
初
日
に
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止
な
ど
を
含
む
議
案
1₉
件
が
提
出
さ
れ
、
引
き

続
き
町
政
全
般
に
つ
い
て
７
人
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

　
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
全
議
案
を
可
決
、
請
願
１
件
を
採
択
、
３
件
を
不
採
択
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
た
。
ま
た
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

�
目
指
せ
ノ
ー
ベ
ル
賞

�
理
科
教
育
を
充
実

２
９
１
万
円
計
上

　

当
町
は
、
科
学
の
ま
ち
を

推
進
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
科

学
の
祭
典
の
開
催
や
ま
ち
な

か
科
学
館
を
開
設
す
る
な
ど

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
な
が

ら
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
標
に
、
科
学
教
育
や

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
回
、
理
科
教
育
設
備
整

備
等
の
国
庫
補
助
事
業
を
活

用
し
、
各
小
学
校
に
プ
レ
パ

ラ
ー
ト
を
使
用
せ
ず
に
両
眼

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
双
眼

実
体
顕
微
鏡
を
、
ま
た
２
小

学
校
に
電
子
て
ん
び
ん
を
、

両
中
学
校
に
は
人
体
骨
格
模

型
を
そ
れ
ぞ
れ
購
入
す
る
。

◀
双
眼
実
体
顕
微
鏡
を
使
っ
て
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一般会計補正予算

１億3373万円を可決
（全員賛成）　

一般会計総額130億6801万円に

▲善ちゃんの科学実験ショー（シグナスにて）

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問

　

12
月
７
日
、
全
議
員
で
津

幡
小
学
校
を
訪
れ
、
７
月
会

議
で
可
決
し
た
電
子
黒
板
を

使
用
し
た
授
業
を
視
察
し
た
。

　

算
数
で
は
、
発
表
す
る
児

童
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

っ
て
説
明
、
体
育
で
は
走
り

高
跳
び
の
練
習
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
録
画
し
、
電
子
黒
板
に

映
し
て
先
生
が
指
導
、
国
語

で
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
動
画

を
電
子
黒
板
に
映
し
、
よ
い

点
を
見
つ
け
る
な
ど
の
授
業

を
見
学
し
、
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。

電
子
黒
板
を
使
用

　

し
た
授
業
を
視
察
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12月補正予算で新たに行われる事業など、一部を紹介します。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

�

購
入
に
補
助

３
７
０
万
円

　

介
護
従
事
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
導
入
す
る
事
業
者
に
国
の
交
付
金
を
活
用
す

る
。

　
　
　

申
請
事
業
者
と
内
容
は
。

　
　
　

ふ
ぃ
ら
ー
じ
ゅ
内
に
あ
る
３
施
設
で
は
壁
掛
け

セ
ン
サ
ー
を
、
愛
の
風
で
は
セ
ン
サ
ー
付
き
ベ

ッ
ド
を
購
入
す
る
。

　

御
門
地
内
の
電
柱
移
設
に

伴
い
、
共
架
し
て
い
る
町
所

有
の
携
帯
電
話
用
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
移
設
す
る
。

光
ケ
ー
ブ
ル

�

移
設
委
託
料

９
万
円

ＱＡ

町
税
シ
ス
テ
ム
を
改
修54

万
円

　

税
制
改
正
に
よ
り
固
定
資
産
税
に
お
け
る
遊
休
農

地
の
課
税
強
化
に
対
応
す
る
た
め
、
電
算
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
。

　
　
　

ど
の
よ
う
に
課
税
が
変
わ
る
の
か
。

　
　
　

平
成
29
年
度
か
ら
農
業
委
員
会
が
勧
告
し
た

遊
休
農
地
の
課
税
が
、
従
来
の
１
・
８
倍
と

な
る
。

ＱＡ

木
造
住
宅

�

簡
易
耐
震
診
断
委
託
料

35
万
円

　

耐
震
診
断
の
申
請
件
数
が
当
初
見
込
ん
で

い
た
よ
り
も
増
加
し
た
た
め
、
補
正
す
る
。

　
　
　

当
初
の
見
込
み
件
数
と
現
在
の
申
請

件
数
は
。

　
　
　

５
件
、
25
万
円
を
予
定
し
て
い
た
が
、

現
在
７
件
の
申
請
予
定
が
あ
る
。

　
　
　
　
平
成
26
年
の
制
度
開
始
以
来
、
本

件
を
含
め
22
件
の
申
請
に
な
る
。

ＱＡ

▲導入予定のセンサー付きベッド人 事
　
人
権
擁
護
委
員

　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
～

�

32
年
３
月
31
日
）

　
　
　

銘
形　

法
成�

氏

�����������������������

（
鳥
越
）

�������������������������������

再
任

�

（
全
員
賛
成)

推
薦
さ
れ
た
委
員

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問
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現
在
の
消
費
生
活
相
談
室
を
、
消
費
者
安
全
法

の
規
定
に
基
づ
く
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運

営
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
。

　

従
来
の
消
費
生
活
相
談
員
１
名
に
加
え
、
新
た

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
を
任
命
し
、
消
費
生
活

相
談
の
体
制
強
化
を
図
る
。

�

（
全
員
賛
成
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を

�

設
置

　

18
歳
未
満
の
児
童
を
３
人

以
上
養
育
す
る
多
子
世
帯
の

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
一
定
の
収
入
額
未
満
の

対
象
者
に
対
し
、
施
設
利
用

料
を
県
と
町
が
負
担
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
、
原
則
無
料

化
す
る
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
申
請
が
、
当
初

予
定
よ
り
も
増
加
し
た
た
め
、
補
正
す
る
。

　

平
成
28
年
12
月
現
在
で
２
７
９
件
の
申
請
が
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

第
３
子
以
降
の
利
用
料
を
無
料
に

54
万
円

住
宅
用
太
陽
光
発
電

�

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

71
万
円

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
、
防
災
安
全
の
緊
急

経
済
対
策
事
業
費
を
活
用

し
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
の

た
め
住
の
江
橋
ほ
か
10
か

所
の
点
検
、
設
計
を
委
託

す
る
。

住
の
江
橋
ほ
か
10
橋
を
点
検

２
２
０
５
万
円

電
算
シ
ス
テ
ム�

開
発
委
託
料

３
７
８
万
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報
連
携
に
活
用
さ
れ
る
総
合

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
す

る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
分
離
す
る
方
法

を
見
直
し
、
構
築
内
容
を
変
更
す
る
。

　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
離
方
法
は
。

　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
で
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
系
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
論
理
的
に
分
離
し
つ
つ
、
仮
想
環
境

の
構
築
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
を
可

能
と
す
る
。

ＱＡ

条 例

　

河
合
谷
診
療
所
を
、
平
成

29
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

昭
和
30
年
の
開
設
以
来
、

河
合
谷
地
区
を
中
心
に
地
域

に
根
ざ
し
た
診
療
を
行
っ
て

き
た
が
、
受
診
者
数
の
減
少
、

医
療
機
器
の
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
、
医
療
体
制
の
維
持
、

継
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

こ
と
な
ど
の
事
情
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

�

（
全
員
賛
成
）

平
成
29
年
３
月
に

�

河
合
谷
診
療
所
を
廃
止

※
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

地
方
公
共
団
体
を
相
互
に
接
続
す
る
行
政
専
用
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問

▶
役
目
を
終
え
よ
う
と

　
し
て
い
る

▲点検で安全な橋に
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町議会では３部門の常任委員会に分かれ審議しています。
総　　務（総務・財政・税務・議会・監査・消防など）
　　◎荒井　克○河上孝夫　西村　稔　角井外喜雄　塩谷道子　向　正則

文教福祉（民生・衛生・保険年金・福祉・教育・病院）
　　◎八十嶋孝司○道下政博　竹内竜也　酒井義光　洲崎正昭

産業建設（土木・農林・労働・商工・上下水道）
　　◎森山時夫○谷口正一　森川　章　井上新太郎　多賀吉一

（◎委員長　○副委員長）

文
教
福
祉

文
教
福
祉

文
教
福
祉

　

胃
が
ん
検
診
の

　
　
　
　
　
　

受
診
者
が
増
加
-健康こども課-

委員会
審　議

　
町
が
負
担
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

　
金
沢
弁
護
士
会
は
町
の
行

政
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
、

ま
た
福
祉
関
係
の
無
料
相

談
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

　
建
設
費
負
担
の
内
訳
は
。

県
と
各
市
で
４
３
０
０
万

円
、
各
町
で
３
５
０
万
円

負
担
す
る
。
当
町
の
負
担

金
は
32
万
９
０
０
０
円
で

あ
る
。

　

金
沢
弁
護
士
会
館

　
　
　
　
　
　
　

建
設
に
補
助
-総　務　課-

Ｑ

産
業
建
設

産
業
建
設

産
業
建
設

総
務
総
務
総
務

　

請
負
契
約
の
一
部
変
更

�

湖
南
大
橋
工
事
費
用
が
増
額
-都市建設課-

　
増
額
の
主
な
理
由
は
。

　
ブ
ラ
ス
ト
工
法
に
よ
る
塗

装
は
が
し
を
行
っ
た
際
、

廃
材
の
成
分
検
査
結
果
で

六
価
ク
ロ
ム
な
ど
が
検
出

さ
れ
、
工
事
方
法
、
廃
材

処
理
が
著
し
く
変
更
と
な

っ
た
た
め
。

ＱＡ

ＡＱＡ

　
当
初
の
見
込
み
と
現
在
の

受
診
者
数
は
。

　
当
初
は
６
０
０
名
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
平
成
28
年

11
月
現
在
で
８
３
６
名
の

受
診
が
あ
っ
た
。

ＱＡ

　
増
加
理
由
は
。

　
検
診
方
法
に
胃
カ
メ
ラ
が

加
わ
っ
た
こ
と
と
、
受
診

先
の
医
療
機
関
が
２
か
所

か
ら
３
か
所
と
な
っ
た
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。

ＱＡ

　

工
事
方
法
の
変
更
内
容
は
。

　
廃
材
が
河
川
に
落
ち
な
い

よ
う
補
修
足
場
を
密
閉
式

に
す
る
。
ま
た
、
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
か
ら
町
外
の
指

定
さ
れ
た
管
理
型
最
終
処

分
場
へ
移
行
す
る
。

▲お気軽にどうぞ（町福祉センター内）

▲腐食した橋桁

ＱＡ

▶�

早
め
に
検
診
を

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問
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一般会計
補正予算

12月会議の審議結果
（賛否の分かれたもののみを掲載しています） 賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議
決
結
果

森 

川
　 

　
章

竹 

内
　
竜 

也

井 

上 

新
太
郎

八
十
嶋 

孝 

司

西 

村
　
　 

稔

荒 

井
　
　 

克

森 

山
　
時 

夫

角 

井 

外
喜
雄

酒 

井
　
義 
光

塩 
谷
　
道 

子

多 
賀
　
吉 

一

向
　
　 

正 

則

道 

下
　
政 

博

谷 

口
　
正 

一

洲 

崎
　
正 

昭

河 

上
　
孝 

夫

請
願

「いじめ防止対策推進法」の改正に関する
意見書を政府に送付する請願書

不採択
賛５・反10 × × ○ × × × × × ○ × ○ － × ○ ○ ×

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改
善・大幅増員を求める請願書

不採択
賛１・反14 × × × × × × × × × ○ × － × × × ×

南スーダンに駐留中の自衛隊の早期撤退を
求める意見書の提出を求める請願

不採択
賛2・反13 × ○ × × × × × × × ○ × － × × × ×

議
会
議
案

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求
める意見書

可決
賛14・反1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ － ○ ○ ○ ○

※議長は採決に加わらないため「－」で表示

○
観
光
宣
伝
推
進
費

�

21
万
円

　
　

町
広
報
特
使
を
委
嘱
し
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
積

極
的
に
活
用
し
た
広
報
を

展
開
す
る
。
さ
ら
な
る
町

の
物
産
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
、

誘
客
を
図
る
。

○
農
林
施
設
災
害
復
旧
費

�

２
７
４
３
万
円

　
　

平
成
28
年
９
月
18
日
の

豪
雨
に
よ
り
被
害
の
あ
っ

た
農
林
施
設
を
復
旧
す
る
。

○
町
税
シ
ス
テ
ム
修
正
業
務

委
託
料

�

２
４
８
万
円

　
　

社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
に
対
応
す
る
た
め
、
確

定
申
告
に
お
け
る
基
幹
業

務
シ
ス
テ
ム
と
の
デ
ー
タ

変
更
な
ど
、
改
修
を
行
う
。

　

社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
は
、
個
人
情

報
漏
え
い
や
国
に
よ

る
国
民
監
視
体
制
に

つ
な
が
る
懸
念
が
あ

る
。

�

塩
谷　

道
子�

議
員

反対

10月会議10月会議10月会議

　町の魅力をPR
　　広報特使を委嘱 　

平
成
28
年
10
月
18
日
に
10
月
会
議
を
開

催
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
１
件

が
上
程
さ
れ
た
。

　
議
案
は
各
常
任
委
員
会
の
審
議
を
経
て

可
決
、
ま
た
平
成
27
年
度
決
算
を
認
定
し

た
。

3037万円を可決  （賛成14人・反対１人）
一般会計総額129億3428万円に

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問

▲広報特使に委嘱された女優の野際陽子さん



議
会
運
営
委
員
会
発
議
で

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
国
に
提
出

議
会
運
営
委
員
会
発
議
で

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
国
に
提
出

議
会
運
営
委
員
会
発
議
で

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
を
国
に
提
出

を審査を審査請願4 件
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採
択
さ
れ
た
１
件
の
請
願
は

意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た

地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に
強
い

防
災
拠
点
の
整
備
を
求
め
る

◎
請
願
者　

公
明
党
津
幡
支
部
津
幡
地
区
員�

池
田　

邦
三

�

紹
介
議
員　

道
下　

政
博

�

（
全
員
賛
成
）

採
択主　

旨　

近
年
、
全
国
各
地
で
想
定
を

超
え
る
大
規
模
な
自
然
災
害

が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が

相
次
い
で
い
る
。
迅
速
な
復

旧
・
復
興
と
と
も
に
、
安
全
、

安
心
な
国
づ
く
り
に
資
す
る

防
災
・
減
災
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
地
域
防
災
力

の
向
上
や
適
切
な
避
難
勧
告

の
た
め
の
体
制
構
築
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
、
避

難
所
の
環
境
整
備
な
ど
災
害

に
強
い
防
災
拠
点
の
整
備
を

図
る
こ
と
を
求
め
る
。

を審査

▲設置されたマンホールトイレ
（あがた公園）

　
　
　地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

�

議
会
運
営
委
員
長　

洲
崎　

正
昭

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
地
方
公
共
団
体
の
自
由
度
が
拡
大
し
、
自

主
性
お
よ
び
自
立
性
の
高
ま
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る

地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
が
格
段
に
重
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
議
員
の
活
動
も
幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
と
と
も
に
、
よ
り
積

極
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、
町
村
で
は

議
員
へ
の
立
候
補
者
が
減
少
し
、
無
投
票
当
選
が
増
加
す
る
な
ど
、
住
民
の
関

心
の
低
下
や
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度
を
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

す
る
こ
と
が
、
議
員
を
志
す
新
た
な
人
材
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地
方
議
会
に

お
け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た

め
の
法
整
備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

�

（
賛
成
14
人
・
反
対
１
人
）

反
対

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

討  

論

　

議
員
年
金
制
度
廃
止
に
は
税
金
が
多
く
投
入
さ
れ
る
こ
と

へ
の
反
対
も
あ
っ
た
。
無
年
金
者
や
低
年
金
者
が
多
い
中
で

最
低
保
障
年
金
制
度
を
つ
く
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

議
員
年
金
も
そ
の
中
で
検
討
す
べ
き
だ
。
議
員
年
金
を
厚
生

年
金
に
一
本
化
す
る
こ
と
に
も
問
題
を
感
じ
る
。

�

塩
谷　

道
子�

議
員



討 
 

論

請願4 件請願4 件

9

みなさまからの

不
採
択
と
な
っ
た
請
願

「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
の
改
正
に
関
す
る
意
見

書
を
政
府
に
送
付
す
る

◎
請
願
者　

幸
福
実
現
党
津
幡
支
部�

副
支
部
長　

喜
多　

善
則

�

紹
介
議
員　

井
上
新
太
郎

�

（
賛
成
５
人
・
反
対
10
人
）

請願4件

つばた議会だより　№140

平成29年１月１日発行

反
対

賛
成

討  論

　

大
津
市
の
い
じ
め
事
件
を
き
っ
か
け
に
制
定
さ
れ
た
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法
で
は
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
生
徒
に
対
す

る
出
席
停
止
な
ど
の
処
罰
事
項
は
あ
る
が
、
い
じ
め
を
隠
蔽
、

加
担
、
放
置
し
た
教
師
な
ど
に
対
す
る
処
罰
規
定
は
な
い
。
い

じ
め
の
根
絶
の
た
め
に
は
、
法
改
正
と
と
も
に
学
校
や
教
師
の

い
じ
め
解
決
へ
の
情
熱
が
不
可
欠
で
あ
る
。

�

井
上
新
太
郎�

議
員

　

い
じ
め
た
子
ど
も
た
ち
や
放
置
し
て
い
た
学
校
へ
の
憤
り
が

深
い
。
い
じ
め
を
最
初
に
知
り
得
る
の
は
学
校
で
あ
る
。
気
づ

く
こ
と
、
放
置
し
な
い
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、
罰
則
規

定
を
入
れ
る
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

�

洲
崎　

正
昭�
議
員

　

教
育
公
務
員
は
、
職
務
上
、
職
務
外
に
お
い
て
厳
格
な
服
務

規
律
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
法
は
す
べ
て
の
子
ど
も
を
い
じ
め

か
ら
守
る
も
の
で
、
処
罰
感
情
や
報
復
感
情
を
満
た
す
も
の
で

は
な
く
、
人
権
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
教
育
問
題
と
し

て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

�

竹
内　

竜
也�

議
員

賛
成

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
改
善
・
大

幅
増
員
を
求
め
る

◎
請
願
者　

石
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会�

執
行
委
員
長　

東　
　

幸
枝

�

紹
介
議
員　

塩
谷　

道
子

�

（
賛
成
１
人
・
反
対
14
人
）

委
員
会
の
主
な
意
見

　
　

平
成
28
年
３
月
会
議
に
お
い
て
、
医
療
現
場
の
現
況
も
鑑
み
国
に
意
見
書

を
提
出
し
て
い
る
。
以
後
９
か
月
足
ら
ず
で
内
容
も
変
わ
ら
ず
請
願
が
提
出

さ
れ
た
こ
と
は
不
本
意
で
あ
る
。
意
見
書
の
意
味
を
尊
重
さ
れ
た
い
。

南
ス
ー
ダ
ン
に
駐
留
中
の
自
衛
隊
の
早
期
撤
退
を
求
め

る◎
請
願
者　

津
幡
町
越
中
坂�

西
村　

善
男

�

紹
介
議
員　

塩
谷　

道
子

�

（
賛
成
２
人
・
反
対
13
人
）

反
対

　

国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
理
念
が
住
民
保
護
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
自
衛
隊
に
駆
け
つ
け
警
護
や
宿
営
地
共
同
防
護
な
ど
の
新

任
務
が
課
せ
ら
れ
る
と
、
自
衛
隊
員
に
責
任
が
か
か
り
命
の
危

険
も
せ
ま
る
。
憲
法
９
条
の
精
神
で
話
し
合
い
の
呼
び
掛
け
、

難
民
の
救
援
な
ど
の
平
和
貢
献
に
徹
す
る
べ
き
だ
。

�

塩
谷　

道
子�

議
員

　

派
遣
隊
は
施
設
部
隊
で
あ
り
、
治
安
維
持
は
任
務
で
は
な
い
。

駆
け
つ
け
警
護
は
施
設
部
隊
の
近
傍
で
あ
り
、
限
定
的
で
応
急

か
つ
一
時
的
な
措
置
を
行
う
。
武
器
装
備
は
自
己
警
護
の
範
囲

内
で
可
能
な
対
応
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。

�

荒
井　
　

克�

議
員

賛
成

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問
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●一般会計決算●（賛成14人・反対１人）

◦特別会計◦� （全員賛成）

　
９
月
会
議
で
設
置
し
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
平
成
28
年

９
月
21
日
か
ら
10
月
３
日
に
か
け
て
開
催
し
、
平
成
27
年
度
一

般
会
計
と
８
特
別
会
計
、
３
事
業
会
計
の
決
算
を
審
査
し
た
。

　
10
月
会
議
で
審
査
結
果
を
報
告
し
、
認
定
し
た
。

◦事業会計◦� （全員賛成）

会　　計　　名 収　　入 支　　出

河北中央病院
収益的収支 10億8601万円 11億6708万円

資本的収支 1億488万円 1億6852万円

水道
収益的収支 8億5643万円 7億2372万円

資本的収支 1億6045万円 3億2539万円

下水道
収益的収支 1億8148万円 1億5480万円

資本的収支 10億2227万円 16億3400万円

会　　計　　名 収　　入 支　　出

国民健康保険 37億9614万円 37億6773万円

直営診療所事業（河合谷診療所） 276万円 276万円

後期高齢者医療 3億1318万円 3億638万円

介護保険 25億675万円 24億2393万円

簡易水道事業 388万円 333万円

バス事業　 8730万円 8085万円

ケーブルテレビ事業　 4624万円 4624万円

河合谷財産区　 55万円 55万円

136億3060万円136億3060万円を
厳しくチェック!!厳しくチェック!!

認
定

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

※金額はすべて１万円未満で切り捨てで記載

町税
39億6553万円
町税
39億6553万円

分担金・負担金
3億142万円

繰入金
4億344万円

諸収入
2億1407万円

財産収入など
2億4222万円

繰越金
8686万円

地方交付税
36億8504万円

依存財源
62.3%

自主財源
37.7%

国庫支出金
16億3585万円

町債（借入金）
13億5966万円

県支出金
9億9742万円

地方消費税交付金など
9億2369万円

収入 138億1524万円
収入 138億1524万円

支出 136億3060万円

民生費
（高齢者や児童福祉、
保育園の運営など）
36億350万円

民生費
（高齢者や児童福祉、
保育園の運営など）
36億350万円

公債費（借入返済）
18億5358万円
公債費（借入返済）
18億5358万円

衛生費（ごみ処理や
各種健診など）　　
16億8002万円

衛生費（ごみ処理や
各種健診など）　　
16億8002万円

労働費　2343万円

土木費
16億4152万円
土木費
16億4152万円

災害復旧費　106万円

議会費　1億5959万円
消防費　4億8584万円
商工費　2億4288万円

総務費
17億4035万円
総務費

17億4035万円

教育費
15億4903万円
教育費

15億4903万円

農林水産業費
6億4974万円

支出 136億3060万円



討
論

　

安
倍
政
権
が
強
行
採
決
で
成
立

さ
せ
た
安
保
関
連
法
の
も
と
で
は
、

自
治
体
が
自
衛
官
募
集
を
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
今
ま
で
に
何
度
も
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
町
道
庄
能
瀬
線

道
路
工
事
の
必
要
性
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

�

塩
谷　

道
子 

議
員
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決
算
の
主
な
指
摘
事
項

税
・
使
用
料
に
つ
い
て

　
　

町
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
使
用
料
な

ど
の
収
入
未
済
額
は
、
改
善
傾
向
は
見
ら

れ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
多
額
に
な
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
収
納
率
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て

は
法
的
手
段
を
徹
底
す
る
な
ど
強
い
姿
勢

で
対
処
せ
よ
。

町
民
福
祉
部
関
係

　
　

各
種
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
県

内
自
治
体
に
先
駆
け
て
実
施
す
る
な
ど
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
促
進
へ
の

取
り
組
み
は
評
価
で
き
る
が
、
カ
ー
ド
の

交
付
率
は
高
い
と
は
言
え
な
い
。
利
用
者

増
に
向
け
た
普
及
啓
発
の
推
進
に
よ
り
、

窓
口
業
務
の
効
率
化
を
図
れ
。

産
業
建
設
部
関
係

　
　

津
幡
駅
前
広
場
で
一
般
車
両
が
送
迎
用

レ
ー
ン
や
駐
車
無
料
時
間
を
利
用
せ
ず
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
レ
ー
ン
に
進
入
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
音
声
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
利
用
し
た
周
知
な
ど
、
さ
ら
な

る
改
善
策
を
図
れ
。

環
境
水
道
部
関
係

　
　

水
道
事
業
の
有
収
率
は
、
前
年
度
よ
り

０
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。
効
率
的
な

事
業
運
営
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

今
後
と
も
計
画
的
に
漏
水
調
査
と
老
朽
管

更
新
を
推
進
し
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め

よ
。

　

当
町
の
財
政
状
況
は
毎
年
改
善
さ
れ
て
き

て
い
る
が
、
長
期
的
に
は
税
収
の
大
幅
な
増

額
は
見
込
め
ず
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
る
。　

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
創
生
に
向
け
た
施
策

の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
各
種

事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
財
源
を
確

保
し
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
計
画
、
実
行
、
評

価
、
改
善
を
継
続
的
に
行
い
、
引
き
続
き
財

政
健
全
化
に
向
け
た
計
画
的
か
つ
効
率
的
な

行
財
政
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
の

質
の
向
上
に
よ
り
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

総 

括

一般会計支出総額

反
対

平成27年度
決算審査
平成27年度
決算審査

教
育
部
関
係

　
　

ま
ち
な
か
科
学
館
の
出
前
講
座
は
科
学

体
験
を
広
め
る
取
り
組
み
と
し
て
有
効
で

あ
り
、
機
会
の
拡
充
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
さ

ら
に
強
化
せ
よ
。
ま
た
、
ま
ち
な
か
科
学

館
、
科
学
の
小
径
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
を

結
ぶ
経
路
を
活
用
し
た
学
習
企
画
の
実
施

に
取
り
組
め
。

河
北
中
央
病
院
関
係

　
　

引
き
続
き
改
革
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に

向
け
て
、
経
営
健
全
化
、
医
療
水
準
の
向

上
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
せ
よ
。

事業実績や効果を事業実績や効果を

▲ルールを守ってね
（津幡駅前広場）

　

委 

員 

長　

角
井
外
喜
雄

　

副
委
員
長　

荒
井　
　

克

　

委　
　

員　

森
川　
　

章

　
　
　
　
　
　

竹
内　

竜
也

　
　
　
　
　
　

八
十
嶋
孝
司

　
　
　
　
　
　

森
山　

時
夫

　
　
　
　
　
　

河
上　

孝
夫

決
算
審
査
特
別
委
員
会

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問



東京都

登米市
名取市◦

◦
◦

小布施町
塩尻市
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委員会視察レポート
先進地に   学ぶ

10/26～27
健
康
と
食
事
の
専
門
ノ
ウ
ハ
ウ
と

　
　
防
災
体
験
を
学
ぶ　

�

　（
東
京
都
）

【
視
察
の
目
的
】

　

自
治
体
が
株
式
会
社
タ
ニ

タ
の
提
供
す
る
活
動
量
計
を

使
い
、
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
践
す
る
事
業
に
つ
い
て
視

察
す
る
。

　

ま
た
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
起
こ
り
得
る
災
害
に
対
す

る
知
恵
を
学
ぶ
。

【
研
修
内
容
】

・
株
式
会
社
タ
ニ
タ

�

（
東
京
都
）

　

医
療
費
削
減
が
求
め
ら
れ

る
中
、
同
社
は
健
康
づ
く
り

政
策
に
対
す
る
関
心
が
高
く
、

積
極
的
に
自
治
体
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
る
。
民

間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
町
の

政
策
に
つ
な
げ
る
可
能
性
に

つ
い
て
参
考
と
な
っ
た
。

・
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園

�

（
東
京
都
）

　

体
験
ゾ
ー
ン
で
は
、
混
乱

し
た
被
災
地
か
ら
ク
イ
ズ
形

式
で
生
き
抜
く
ヒ
ン
ト
を
学

ぶ
。
学
習
ゾ
ー
ン
で
は
、
防

災
グ
ッ
ズ
の
必
要
性
、
地
震

発
生
後
の
困
難
を
乗
り
越
え

帰
宅
す
る
子
ど
も
た
ち
の
ア

ニ
メ
を
見
る
。
司
令
塔
と
な

る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

で
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

に
驚
嘆
し
た
。
体
験
は
大
い

に
収
穫
が
あ
っ
た
。

ブランド化戦略と
有害鳥獣対策を学ぶ

　　　　　　　　（長野県小布施町・塩尻市）10/26～27

【
視
察
の
目
的
】

　

農
産
物
の
需
要
拡
大
や
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
、
６

次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て

視
察
す
る
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
防
止
対
策

の
先
進
的
事
例
を
視
察
し
、

今
後
の
施
策
の
参
考
と
す
る
。

【
研
修
内
容
】

・
小
布
施
町
役
場

　

小
布
施
町
は
、
年
間
１
２

０
万
人
を
誘
客
す
る
魅
力
あ

る
町
で
あ
る
。
栗
の
ほ
か
に

６
次
産
業
化
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
化
戦
略
を
展
開
、
訪
れ
る

人
に
商
品
を
評
価
し
て
も
ら

い
、
国
の
支
援
に
頼
ら
ず
自

ら
の
努
力
で
ブ
ラ
ン
ド
品
の

確
立
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
当
町
と
し
て
も
誘

客
数
を
増
や
す
施
策
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

・
塩
尻
市
役
所

　

塩
尻
市
で
は
過
去
に
鳥
獣

類
の
追
い
払
い
対
策
を
し
て

い
た
が
、
個
体
数
の
減
少
に

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
地
元

の
農
家
や
猟
友
会
、
企
業
、

自
治
体
が
一
丸
と
な
り
、
農

業
分
野
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的

に
活
用
し
、
独
自
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
、
被
害
激
減

に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
費
用
、
地
理

的
条
件
に
課
題
が
あ
る
。
当

町
で
は
捕
獲
実
績
は
上
が
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
の
情
勢

に
変
化
が
起
こ
れ
ば
導
入
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

▲タニタの健康器具を前に

▲６次産業の工場見学（小布施町）

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問



太子町

◦

◦
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委員会視察レポート
先進地に   学ぶ

　新庁舎建設と日本遺産を学ぶ
（兵庫県太子町・淡路市）

10/27～28

【
視
察
の
目
的
】

　

近
年
、
新
庁
舎
を
建
設
し

た
自
治
体
の
建
設
ま
で
の
概

要
に
つ
い
て
視
察
す
る
。　

　

ま
た
、
日
本
遺
産
認
定
ま

で
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
。

【
研
修
内
容
】

・
太
子
町
役
場

　

総
事
業
費
は
41
億
円
で
、

庁
舎
は
町
民
の
交
流
拠
点
と

考
え
、
行
政
棟
、
地
域
交
流

棟
、
議
会
棟
が
芝
生
広
場
を

中
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
説
明

会
を
５
回
開
催
す
る
な
ど
、

主
役
は
町
民
と
い
う
意
識
で

取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。

・
淡
路
市
役
所

　

総
事
業
費
は
20
億
円
で
、

合
併
ま
で
に
庁
舎
を
建
設
す

る
た
め
、
仮
庁
舎
と
し
て
リ

ー
ス
し
て
い
た
も
の
を
買
い

取
っ
た
。
建
設
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
。

　

日
本
遺
産
登
録
は
ス
ト
ー

リ
ー
性
と
と
も
に
、
地
域
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
推
進
体

制
が
求
め
ら
れ
る
。
淡
路
市

で
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な

っ
た
よ
う
に
、
当
町
で
も
地

域
や
民
間
と
つ
な
が
る
組
織

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

11/15～17
財
務
常
任
委
員
会
の
取
り
組
み
と

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
を
学
ぶ

（
宮
城
県
名
取
市
・
登
米
市
）

【
視
察
の
目
的
】

　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
と

財
務
常
任
委
員
会
に
お
け
る

分
科
会
方
式
に
よ
る
審
査
方

法
に
つ
い
て
、
ま
た
森
林
セ

ラ
ピ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
先
進
地
を
視

察
す
る
。

【
研
修
内
容
】

・
名
取
市
議
会

　

議
会
改
革
と
し
て
、
住
民

意
識
調
査
や
議
会
懇
談
会
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
正
副

議
長
選
挙
に
当
た
り
、
立
候

補
者
に
よ
る
所
信
表
明
を
実

施
し
て
い
る
。

　

予
算
と
決
算
の
審
査
は
、

全
議
員
（
決
算
は
監
査
委
員

を
除
く
）
を
も
っ
て
構
成
す

る
財
務
常
任
委
員
会
で
行
っ

て
お
り
、
予
算
は
全
委
員
で
、

決
算
は
３
常
任
委
員
会
を
そ

れ
ぞ
れ
所
管
の
分
科
会
と
し
、

審
査
し
て
い
る
。

・
登
米
町
森
林
組
合

�

（
登
米
市
）

　

市
の
健
康
福
祉
部
門
と
協

力
し
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
森
林
セ
ラ
ピ

ー
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利

用
者
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｒ
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

▲災害時には避難所ともなる
　議場（太子町）

▲名取市議会の取り組みを学ぶ

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問



　

議
会
の
情
報
を
区
長
に
先

に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
議

会
だ
よ
り
以
外
の
情
報
が

知
り
た
い
。

　

本
会
議
や
委
員
会
は
傍
聴

が
で
き
る
の
で
、
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

議
会
の
会
議
録
も
公
表
さ

れ
て
い
る
。

　

大
海
川
の
生
か
し
方
と
堆

積
土
砂
問
題
を
考
え
て
ほ

し
い
。

　

大
海
川
は
当
町
唯
一
の
清

流
と
し
て
評
価
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
観
光
資
源
と

し
て
生
か
さ
れ
る
と
よ
い

と
考
え
る
。
現
地
を
確
認

し
た
が
、
堆
積
土
砂
は
他

の
河
川
よ
り
著
し
い
と
は

言
え
な
い
。

議
会
報
告
会
を
開
催

14
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平成29年１月１日発行

　
町
議
会
で
は
、
議
案
の
審
議
の
内
容
や
議
会
改
革
の
取

り
組
み
な
ど
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

議
会
運
営
や
議
員
活
動
に
対
す
る
意
見
を
伺
い
今
後
の
議

会
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
25
年
度

か
ら
試
行
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
区
長
会
と
は
、
今
回
で
４
回
目
の
報
告
会
と
な
る
。

区
長
を
対
象
に

議
会
報
告
会
を
開
催

◆
日
　
時

　

平
成
28
年
11
月
26
日

�

午
後
６
時
30
分
～

◆
出
席
者　
39
名

◆
内
　
容

　

第
１
部

　

①
委
員
会
の
紹
介

　

②
議
会
改
革
の
取
り
組
み

　

③
平
成
28
年
会
議
の
報
告

　
　

（
３
常
任
委
員
会
）

　

④
決
算
審
査
の
報
告

　

⑤
議
会
だ
よ
り
の
編
集

　

第
２
部

　
　

意
見
交
換
会

報
告
会
で
の
主
な
質
問
・
意
見
（
事
前
受
付
分
も
含
む
）

【アンケート調査】
議会報告会の評価は？

（回答者　38人）

▲意見に耳を傾けて

評価する
26人

どちらとも
 いえない　
     10 人

無回答
２人

　

国
道
８
号
津
幡
大
橋
で
設

計
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
報
道

さ
れ
た
が
、
議
会
の
対
応

は
。

　

担
当
課
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
国
土
交
通
省
の
工
事

設
計
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
。

当
町
の
道
路
、
橋
梁
で
は

問
題
は
な
い
。

　

集
中
豪
雨
な
ど
が
多
く
発

生
し
て
い
る
昨
今
、
堆
積

土
砂
の
有
無
が
大
き
く
関

係
し
て
い
る
。
町
の
河
川

で
も
調
査
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

こ
の
問
題
は
、
各
地
区
か

ら
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
議
会
と

し
て
も
精
査
し
、
取
り
組

み
た
い
。

　

各
地
域
で
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
が
、
議
会
と
し

て
支
援
に
関
し
て
ど
う
思

う
か
。

　

町
の
例
規
で
決
め
ら
れ
て

い
る
も
の
に
は
、
議
会
と

し
て
も
協
力
し
た
い
。

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ
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研
修
報
告

研
修
報
告

鳥
取
県
八
頭
町
議
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

定
住
対
策
に
つ
い
て

10/3

視
察
受
入

茨
城
県
八
千
代
町
議
会

　

定
住
促
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

10/4

視
察
受
入

東
京
都
瑞
穂
町
議
会

　

議
会
改
革
、
通
年
議
会

に
つ
い
て

10/5

視
察
受
入

北
海
道
共
和
町
議
会

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　

定
住
促
進
支
援
制
度
・

子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て 10/25

視
察
受
入

群
馬
県
榛
東
村
議
会

　
総
務
産
業
建
設

 

常
任
委
員
会

　

産
業
振
興
、
観
光
振
興

　

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

10/25

視
察
受
入

石
川
中
央
都
市
圏
議
会
連

絡
会
　
行
政
課
題
研
究
会

　

�

「
公
会
計
制
度
改
革
に

つ
い
て
」

　

講
師　

伊
澤
賢
司
氏

11/1

研
修
会

群
馬
県
吉
岡
町
議
会

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
取
り
組
み
・
子
育

て
支
援
策
に
つ
い
て

10/19

視
察
受
入

宮
城
県
大
和
町
議
会

 

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
改
革
、
通
年
議
会

に
つ
い
て

11/2

視
察
受
入

広
島
県
府
中
市
議
会

 

総
務
文
教
委
員
会

　

歴
史
的
遺
産
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

11/8

視
察
受
入

岐
阜
県
養
老
町
議
会

 

議
会
運
営
委
員
会

　

通
年
議
会
に
つ
い
て

11/22

視
察
受
入

　
当
町
に
お
い
て
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
、
町
議
会
が
町
災
害
対
策
本
部
と
連
携

を
図
り
、
町
民
の
安
全
確
保
と
災
害
復
旧
に
向
け
、
迅
速

か
つ
適
切
な
災
害
対
策
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
災
害
対
策

支
援
本
部
設
置
要
綱
を
制
定
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
災
害
時
に
お
け
る
議
員
の
行
動
を
定
め

た
災
害
対
応
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
制
定
し
た
。
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

自
ら
の
安
否
、
居
場
所
ま
た
は
連
絡
場
所
を
議
会
事

務
局
へ
連
絡
す
る
。

　

※
大
災
害
の
判
断
基
準

　
　
　

震
度
５
強
以
上
の
地
震
や
町
全
体
に
被
害
が
及

ぶ
事
態
に
よ
り
避
難
が
想
定
さ
れ
る
と
き

　

地
域
の
被
災
者
の
安
全
確
保
、
避
難
誘
導
に
地
域
の

一
員
と
し
て
協
力
す
る
。

　

支
援
本
部
の
招
集
に
応
じ
て
参
集
し
、
支
援
本
部
の

事
務
に
従
事
す
る
。
参
集
が
困
難
な
場
合
は
、
そ
の
旨

を
報
告
し
地
域
の
活
動
を
行
う
。

　　

地
域
に
お
け
る
被
災
状
況
や
被
災
者
の
要
望
な
ど
の

情
報
収
集
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
支
援
本
部
に
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
共
助
の
取

り
組
み
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
協
力
す
る
。

　　

議
員
か
ら
の
情
報
は
支
援
本
部
で
一
本
化
し
、
議
会

と
し
て
取
り
ま
と
め
る
。
た
だ
し
、
特
に
緊
急
性
の
あ

る
も
の
は
、
議
員
が
直
接
町
対
策
本
部
へ
連
絡
す
る
。

○
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き

○
初
動
期
の
対
応
（
発
生
か
ら
お
お
む
ね
₂₄
時
間
以
内
）

○
初
動
期
経
過
後

○
町
対
策
本
部
へ
の
要
望
な
ど
の
情
報
伝
達

議員はどうする？
災害時のマニュアル制定

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問
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いっぱ　ん質問いっぱ　ん質問いっぱ　ん質問
　

国
内
外
の
観
光
客
を
誘
引

す
る
た
め
に
も
、
近
隣
市
町

と
連
携
し
た
戦
略
的
な
情
報

発
信
が
求
め
ら
れ
る
。

　

当
町
と
金
沢
市
、
野
々
市

市
、
白
山
市
、
内
灘
町
に
は

共
通
の
文
化
と
し
て
加
賀
獅

子
舞
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

３
市
２
町
が
連
携
し
、
加

賀
獅
子
舞
の
歴
史
を
い
し
か

わ
歴
史
遺
産
へ
の
登
録
を
目

指
せ
。

　

申
請
に
当
た
っ
て
は
、
原

則
と
し
て
県
指
定
以
上
の
文

化
財
が
１
件
含
ま
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

３
市
２
町
の
獅
子
舞
で
要
件

を
満
た
す
も
の
が
な
い
た
め
、

認
定
は
難
し
い
。

　

各
市
町
の
獅
子
舞
の
連
携

が
可
能
で
あ
れ
ば
、
互
い
に

価
値
を
高
め
合
え
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
よ
り
よ
い
継

承
体
制
、
情
報
発
信
方
法
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
28
年
の
Ｈ
Ａ
Ｂ
ふ
る

さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
、
当
町
の

作
品
は
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
が
、
「
科
学
の
ま
ち
、

つ
ば
た
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
印

象
に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

観
光
客
誘
引
の
た
め
に
は
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
い
か

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
か

が
鍵
と
な
る
。

　

情
報
発
信
の
た
め
に
、
印

象
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
使
う
べ
き
だ
。

 

い
し
か
わ
歴
史
遺
産
へ
の

�

登
録
を
目
指
せ

　�

要
件
を
満
た
し
て
お
ら
ず

�

認
定
は
難
し
い

加賀獅子舞

キャッチフレーズを
� 使うべきだ

　大きなＰＲとなる

情
報
発
信

森
川 

議
員

森
川 

議
員

　

当
町
の
魅
力
発
信
に
つ
な

が
る
動
画
の
利
用
や
、
観
光
、

グ
ル
メ
に
関
す
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
表
示
す
る
こ
と

は
有
効
だ
。

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
で
あ

る
県
森
林
公
園
や
津
幡
ブ
ラ

ン
ド
、
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致

活
動
や
日
本
遺
産
登
録
を
目

指
す
倶
利
伽
羅
峠
の
情
報
を

発
信
す
れ
ば
、
大
き
な
Ｐ
Ｒ

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

▲連携した情報発信を（金沢駅）

▲町の代表的なキャッチフレーズ

竹
田 

教
育
部
長

石
庫 

総
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

倶
利
伽
羅
峠
の
戦
い
を

い
し
か
わ
歴
史
遺
産
に

登
録
せ
よ
。

　

日
本
遺
産
登
録
を
目
指

し
て
い
る
関
係
か
ら
、

　

同
時
申
請
は
で
き
な
い
。

ＱＡ

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問
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いっぱ　ん質問いっぱ　ん質問いっぱ　ん質問ズバリ

町政を
問う

　

今
後
設
置
予
定
の
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉
事

業
の
拡
大
や
予
算
の
増
加
が

予
想
さ
れ
、
公
民
館
が
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
。  

所
管
体
制
見
直
し
の
考
え
は

　
　
議
論
を
深
め
て
い
く

地域コミュニティ

高齢者の自主返納に
� さらなる支援を

　現時点では考えていない

運
転
免
許
証

　

当
町
で
は
す
で
に
２
４
７

人
の
方
が
自
主
返
納
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
方
に
は
50
枚
の
町

営
バ
ス
無
料
回
数
利
用
券
を

交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
再

交
付
は
何
度
で
も
で
き
る
。

　

健
常
な
う
ち
は
町
営
バ
ス
、

福
祉
バ
ス
な
ど
を
利
用
い
た

だ
く
こ
と
が
健
康
に
つ
な
が

る
こ
と
と
考
え
て
お
り
、
タ

ク
シ
ー
利
用
券
補
助
な
ど
は

考
え
て
い
な
い
。

　

公
民
館
を
所
管
す
る
教
育

委
員
会
に
も
限
度
が
あ
る
と

考
え
る
。
今
後
の
計
画
の
中

で
、
体
制
を
町
長
部
局
へ
移

す
考
え
は
。

▲無料回数券の利用を

　

全
国
的
に
、
高
齢
者
が
運

転
し
加
害
者
と
な
る
交
通
事

故
が
相
次
い
で
い
る
。
直
後

の
調
査
で
は
、
加
害
者
は
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
。

　

町
は
運
転
免
許
証
自
主
返

納
支
援
事
業
を
講
じ
て
い
る

が
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
補

助
す
る
な
ど
、
民
間
と
の
提

携
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

現
時
点
で
、
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
の
設
置
に
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
各
地
域

で
の
福
祉
拠
点
づ
く
り
は
着

実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

公
民
館
は
、
生
涯
学
習
、

健
康
福
祉
、
子
育
て
、
教
育
、

防
災
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
場
と
し
て
の
役
割
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

将
来
の
町
長
部
局
へ
の
移
管

を
含
め
、
議
論
を
深
め
て
い

く
。

矢
田 
町
長

八
十
嶋 

議
員

八
十
嶋 

議
員

石
庫 

総
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

国
の
災
害
時
給
油
所
支

援
策
の
動
向
と
町
の
考

え
は
。

　

現
在
、
国
と
事
業
者
等

で
調
整
中
の
た
め
、
回

答
は
で
き
な
い
。

ＱＡ

▲多様化する福祉に向けて

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問
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当
町
で
は
、
血
液
採
取
に

よ
る
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50

歳
か
ら
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
近
隣
市
町
で

は
ほ
ぼ
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

　

中
高
年
男
性
に
と
っ
て
は

継
続
的
な
測
定
は
有
効
で
あ

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
お

り
、
毎
年
実
施
す
べ
き
で
あ

る
。

　

国
の
研
究
機
関
が
作
成
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

で
基
準
値
４
・
０
を
超
え
た

方
の
４
分
の
３
は
、
前
立
腺

が
ん
は
発
見
さ
れ
ず
、
死
亡

率
減
少
効
果
も
証
明
さ
れ
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
国
も
検
診
を
推
奨

し
て
い
な
い
た
め
、
当
町
と

し
て
は
、
前
立
腺
が
ん
検
診

は
現
状
の
ま
ま
実
施
し
て
い

く
。

　

町
営
バ
ス
の
存
在
意
義
は
、

町
内
同
じ
運
賃
で
ど
こ
へ
で

も
行
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

当
町
で
は
運
賃
が
１
５
０

円
か
ら
４
８
０
円
と
約
３
倍

の
差
が
あ
る
。
町
営
バ
ス
の

運
賃
の
平
等
化
を
図
れ
。

 

料
金
の
平
等
化
を

�

求
め
る

 � �

現
状
で
は
困
難
で
あ
る

町営バス

検診を毎年実施せよ

　現状のまま実施する

前
立
腺
が
ん

塩
谷 

議
員

塩
谷 

議
員

▲検診を忘れずに

　

町
営
バ
ス
の
運
行
全
般
に

つ
い
て
、
町
地
域
公
共
交
通

会
議
で
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
財
政
状
況

も
含
め
、
総
合
的
な
判
断
か

ら
最
大
料
金
の
引
き
下
げ
は
、

現
状
で
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

▲町民の大切な足

小
倉 

町
民
福
祉
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

文
化
サ
ー
ク
ル
の
会
場

費
へ
の
支
援
を
求
め
る
。

　

基
準
の
見
直
し
や
減
免

区
分
の
改
正
は
考
え
て

い
な
い
。

　

中
学
校
の
就
学
援
助
費

に
部
活
動
費
を
加
え
よ
。

　

新
た
に
支
給
す
る
予
定

は
な
い
。

　

福
祉
灯
油
制
度
を
復
活

せ
よ
。

　

現
時
点
で
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。

ＱＱＡ Ａ

山
崎 

交
流
経
済
課
長

ＱＡ

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問

※
Ｐ
Ｓ
Ａ

　

前
立
腺
特
異
抗
原
の
略
で
、

が
ん
が
で
き
る
と
分
泌
量
が
正

常
の
倍
以
上
に
増
え
る
た
め
、

早
期
発
見
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
が
行
わ
れ
る
。



荒 井 　 克 議員

つばた議会だより　№140

平成29年１月１日発行
19

 

新
庁
舎
建
設
に
対
す
る

�

基
本
姿
勢
と
展
望
は

　
具
体
的
な
計
画
案
を

　
　
　�

作
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い

適正な報告が
　　なされているのか
　�厳しく審査している

業
務
設
計
委
託

役場北側庁舎

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に

は
、
現
況
調
査
図
な
ど
の
精

度
の
高
い
調
査
報
告
書
の
提

出
を
求
め
、
厳
し
く
審
査
し

受
領
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
設
計
ミ
ス
な

ど
の
指
摘
を
受
け
た
事
案
は

な
い
が
、
随
時
指
導
、
確
認

を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

　

職
員
に
は
、
国
・
県
が
主

催
す
る
各
種
講
習
会
に
参
加

さ
せ
て
い
る
。
特
に
道
路
施

設
の
点
検
や
補
修
、
更
新
な

ど
で
は
、
実
際
の
現
場
を
使

用
し
た
実
地
研
修
に
派
遣
し
、

技
術
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
を
図

っ
て
い
る
。

　

国
が
発
注
し
た
津
幡
大
橋

の
耐
震
補
強
工
事
で
設
計
ミ

ス
が
判
明
し
、
強
度
不
足
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

当
町
で
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
に
設
計
・
点
検
業
務

を
委
託
し
て
い
る
が
、
適
正

な
報
告
が
な
さ
れ
、
ま
た
設

計
ミ
ス
な
ど
の
指
摘
を
受
け

た
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

さ
ら
に
、
安
全
性
・
品
質

確
保
の
た
め
の
、
町
職
員
に

対
す
る
指
導
状
況
を
示
せ
。

　

平
成
25
年
12
月
に
庁
舎
耐

震
対
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
た
。
庁

舎
整
備
基
金
条
例
制
定
の
上
、

基
金
目
標
を
10
億
円
程
度
と

し
た
。

　

未
利
用
の
町
有
地
な
ど
を

売
却
し
、
積
み
立
て
た
基
金

は
１
億
５
８
０
０
万
円
ほ
ど

と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
計
画
案
を
作
成
す
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

第
５
次
町
総
合
計
画
で
示

し
た
計
画
は
あ
く
ま
で
も
予

定
で
あ
り
、
有
効
な
財
源
制

度
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
、
リ
ー
ス

に
よ
る
庁
舎
建
設
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
研
究
し
て

お
り
、
新
庁
舎
建
設
が
一
日

で
も
早
く
実
現
す
る
方
法
を

考
え
て
い
る
。

荒
井 

議
員

荒
井 

議
員

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ

　

公
共
事
業
に
民
間
資
本
や
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、
民
間

主
体
で
効
率
化
を
図
る
政
策
手

法
。

◀
町
の
橋
梁
点
検
は
万
全
に

▲待たれる新庁舎建設

河
上 

産
業
建
設
部
長

石
庫 

総
務
部
長

　

役
場
北
側
庁
舎
の
耐
震
化

事
業
は
、
37
年
度
か
ら
建
て

替
え
に
着
手
し
４
年
後
に
は

完
成
す
る
と
の
一
部
報
道
も

あ
る
が
、
基
本
姿
勢
と
展
望

は
。

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問
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竹 内 竜 也 議員

▲自分に合う仕事はどこ？

　

国
と
雇
用
対
策
協
定
を
結

ぶ
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
を

し
つ
つ
、
地
域
特
性
に
マ
ッ

チ
し
た
雇
用
対
策
を
進
め
る

た
め
の
動
き
で
あ
り
、
若
者

の
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
を
促

 

国
と
の
連
携
は

 � �

地
域
、
県
と
の

　
　
　
　
　
　
連
携
を
進
め
る

雇用対策竹
内 

議
員

　

国
と
雇
用
対
策
協
定
を
結

ぶ
予
定
は
な
い
が
、
金
沢
雇

用
対
策
推
進
協
議
会
に
参
画

し
、
地
域
に
お
け
る
連
携
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
と
も
連
携
し
、

若
者
の
地
元
定
着
に
向
け
た

施
策
を
強
化
す
べ
く
、
県
外

で
の
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト

に
協
力
し
、
雇
用
機
会
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

平
成
28
年
３
月
会
議
で
町

長
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法

で
規
定
さ
れ
る
自
治
体
職
員

対
応
要
領
の
策
定
に
つ
い
て
、

県
の
要
領
を
踏
ま
え
検
討
す

る
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

合
理
的
配
慮
の
概
念
を
具

体
化
し
、
障
害
に
対
す
る
正

し
い
理
解
を
促
す
上
で
も
職

員
が
遵
守
す
べ
き
服
務
規
律

と
し
て
の
策
定
に
は
意
味
が

あ
る
。

　

そ
の
後
、
具
体
的
な
検
討

は
進
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

策
定
の
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

策定の見通しは

　平成28年度中には　
　　　完了する予定である

職
員
対
応
要
領

竹
内 

議
員

▲障害に対する正しい理解を

　

当
町
で
は
平
成
28
年
８
月

か
ら
、
社
会
福
祉
課
と
総
務

課
で
策
定
の
た
め
の
協
議
を

開
始
し
た
。
現
在
、
県
の
要

領
を
参
考
に
進
め
て
お
り
、

28
年
度
中
に
は
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
職
員
の
接
遇
、

接
客
に
は
研
修
を
行
う
な
ど

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
が
、

今
後
も
法
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

吉
田 

総
務
課
長

山
崎 
交
流
経
済
課
長

し
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
国
と
自
治
体
の
連
携
は

重
要
だ
。

　

雇
用
対
策
に
お
け
る
国
と

自
治
体
の
連
携
に
対
す
る
考

え
は
。

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問
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井上新太郎 議員

 

災
害
時
、
全
町
民
の
着
用
を

　 

各
家
庭
で
の
備
蓄
を

�

呼
び
掛
け
た
い
　

グリーンの舗装で
� 安全確保を図れ

　�計画をほぼ終えている

通

学

路

ヘルメット

　

平
成
24
年
度
の
緊
急
合
同

点
検
で
必
要
と
さ
れ
た
通
学

路
で
、
グ
リ
ー
ン
の
路
面
表

示
を
実
施
し
て
お
り
、
28
年

度
ま
で
に
延
長
約
４
・
７
㎞

を
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
。

　

通
学
路
の
表
示
は
、
警
戒

標
識
と
し
て
設
置
基
準
が
あ

り
、
学
校
な
ど
の
出
入
り
口

か
ら
１
㎞
以
内
の
区
域
で
は

大
き
さ
、
色
が
指
定
さ
れ
て

い
る
。
原
則
と
し
て
自
由
に

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

集
団
登
校
中
の
学
童
の
列

に
車
が
突
っ
込
み
、
多
く
の

死
傷
者
を
出
す
事
故
が
全
国

で
発
生
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
加
害
者
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
通
学

路
に
グ
リ
ー
ン
の
舗
装
や
認

識
し
や
す
い
大
き
な
文
字
の

カ
ラ
フ
ル
な
標
識
を
設
置
し
、

安
全
確
保
を
図
れ
。　

　

地
震
な
ど
の
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
場
合
、
第
一
に
す

べ
き
こ
と
は
頭
部
の
保
護
で

あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

で
あ
る
。

　

緊
急
時
に
地
区
防
災
倉
庫

　

地
区
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
が

保
有
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、

整
備
当
初
は
約
５
４
０
個
で

あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は

各
ク
ラ
ブ
が
自
主
的
に
数
を

増
や
し
、
約
１
９
０
０
個
と

な
っ
て
い
る
。

　

災
害
時
に
お
け
る
自
助
・

共
助
・
公
助
の
自
助
の
観
点

か
ら
、
家
庭
用
の
備
蓄
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
加
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
一
週
間
分
の

水
、
食
料
な
ど
と
と
も
に
家

庭
で
そ
ろ
え
て
い
た
だ
く
よ

う
呼
び
掛
け
た
い
。

へ
取
り
に
行
く
の
は
現
実
的

で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
人
数

分
を
備
蓄
し
て
い
な
い
。

　

全
町
民
に
よ
る
、
防
災
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
実
現
す

る
た
め
の
環
境
整
備
を
図
れ
。

井
上 

議
員

井
上 

議
員

▲いざというときに備えて

◀
通
学
路
に
安
全
な
設
備
を

河
上 

産
業
建
設
部
長

矢
田 

町
長

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

10 

月 

会 

議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

研 

修 

報 

告

い
っ
ぱ
ん
質
問
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児
童
生
徒
、
教
職
員
へ
の
対
応
は

　 

組
織
的
に
対
応
し
て
い
る

心のケア

　

い
じ
め
に
対
し
て
は
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
と

状
況
を
共
有
し
、
組
織
で
対

応
に
当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添

う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
き
め
細
か
な
配
慮

を
要
す
る
子
ど
も
の
増
加
に

対
し
て
は
、
学
校
に
よ
る
取

り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
と
連
携
し
て
豊
か
な
心
を

育
む
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
職
員
に
つ
い
て
は
、
管

理
職
を
含
め
た
組
織
的
な
対

応
に
よ
っ
て
、
１
人
で
悩
み

を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
協

力
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

教
育
現
場
は
、
社
会
情
勢

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
る
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の

問
題
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る

西
村 

議
員

子
ど
も
が
増
加
し
て
お
り
、

一
方
、
教
職
員
は
多
忙
に
よ

っ
て
疲
弊
し
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
、
教
職
員
に
対

し
、
心
の
ケ
ア
は
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

▲心をつないで

舛
井 

学
校
教
育
課
長

議員の寄附行為は公職選挙法で禁止されています
○香典や結婚披露宴における祝儀（本人出席の上、通常一般の社交の範
囲であるときを除く）

○議員や後援会がお中元やお歳暮を贈ること
○町民や団体が議員に寄附などを求めること

このほか、議員活動に対して法律上の制限があります
各種会合への出席依頼には参加費を必ず明記してください

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします

12 

月 

会 

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 

委
員
会
審
議

請
願
４
件
を
審
査

決 

算 

審 

査

視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

い
っ
ぱ
ん
質
問



つばた議会だより　№140

平成29年１月１日発行
23

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
◎町政一般質問は、年４回（３月､ ６月､
　9月､ 12月）行われます。

　　　　お問い合わせは、
　　　　　議会事務局（℡288-6410）

　これまでに行われた質問や提言がその後どう取
り組まれたか、２項目を選びレポートする。

制定に向けて検討したい
　観光大使の制定は、町の魅力や情報を、積
極的かつ多くの方に発信できる有効な施策で
あると認識している。
　現在、当町にゆかりのある知名度の高い芸
術文化、スポーツ関係者などをリストアップ
しているところである。
　今後、観光大使のネーミングなども含め、
先進事例を詳細に調査研究し、制定に向けて
検討したい。

町広報特使として３名に委嘱依頼
　当町の魅力を広く町内外に情報発信し、イ
メージアップを図るため、「津幡町広報特
使」を設置することとした。
　平成28年11月23日、特使第１号として女
優の野際陽子さんに委嘱状を交付した。今
後、落語家の月亭方正さん、リオデジャネイ
ロオリンピックで金メダルを獲得した川井梨
紗子選手にも特使を委嘱する予定である。

答　弁

その後

町観光大使を任命せよ
　平成27年12月会議　荒井　克議員

　交流人口の拡大や観光振興を図るために
は、地域ブランド、スポーツ、文化や歴史な
どをＰＲする必要がある。
　当町にゆかりのある著名人を観光大使とし
て任命し、町の魅力や情報を積極的に全国発
信せよ。

駐車場でのマナー向上に努めたい
　開設以来、接触事故等のトラブル、苦情に
ついては直接聞いていないが、広報などを活
用し、利用者の駐車場でのマナー向上に努め
たい。
　また、役場利用者との共有駐車場であるた
め施設指定の明示はないが、今後、優先利用
の明示ができないか協議、検討したい。

駐車場に�「レコ優先」�枠を設置
　平成28年９月に、Reco前の駐車場の区画
線などを修繕し、「レコ優先」の文字を書い
た駐車枠を11区画設置した。
　また、Recoの前や建物の看板には「最徐
行」の文字の記載、駐車場出入り口のカラー
塗装、ハンプ（自動車の速度を抑制するため
の突起）の設置など、駐車場内での安全運転、
マナー向上を促している。

答　弁

その後

つばたRecoの利用者、車の
安全対策を図れ

平成28年３月会議　森山時夫議員
　役場駐車場内に設置されたリサイクルス
テーションつばたRecoには、開設以来多く
の方が資源ごみを持ち込み、好評である。
　しかし、駐車場内であるため、施設利用の
車両と歩行者が混在し危険だ。駐車場所を指
定するなど利用者の安全対策を図れ。

▲マナーを守って安全に
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。
私
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こ
ん
な
ス
テ
キ
な
町

が
大
好
き
で
す
。

津幡町HP携帯版

　竹橋区にある倶利伽羅神社
には、「倶利伽羅合戦図屏
風」が保存されており、倶利
伽羅峠の激しい戦いの様子な
どが鮮やかに描かれています。
　この屏風は能瀬出身の池田
九華が描いたもので、道の駅
倶利伽羅源平の郷の案内棟にレプリカが展示されてい
ます。
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